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四国神経筋センタ ー

理 念「やさしい笑顔で、あたたかな医療を提供します」
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ー ●一般医療地域医療に貢献します
◎内科 ◎外科
◎脳神経内科 ◎整形外科
◎消化器内科 ◎リハビリテ ー ション科

◎放射線科
●四国神経・筋センタ ー

第78回国立病院総合医学会①
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非常用発電機の燃料オイルタンク更新工事

令和6年度筋ジストロフィー 研修会

地賊医療連携室の病床機能再爾後の取り組み

第78回国立病院総合医学会②
吉野川市健康セミナーを開催

人命救助による表彰
FC徳島 初来院！

ゆめ水族園開催！
ハロウィンパレ ー ドを開催
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神経・筋疾患における四国の基幹医療施設です
◎袖経・筋疾患 ◎筋ジストロフィ ー

◎パー キンソン病神経変性疾患

●総合リハビリテー ションセンタ ー

多種の疾患に対応して参ります
◎ロボットリハビリテー ション

●臨床研究部

四国で唯一の神経・筋領域の研究部です
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人命救助による衰彰

ある休日のプー ルサイドで監視員の「救急車！！」という大きな

声が塵き渡り 、 数人が集まっているのが確認できました。倒れて

いる人が見え 、 人手がいると思い駆けつけました。声掛けに反

応がなく 、 脈や呼吸がなかったため 、 Iじ9肺蘇生法を実施し 、 AED

や救急要請がどうなっているか確認を行い 、 スタッフの人と協

力しながら救急隊に引き継ぐ事ができました。

スタッフの人の役割や看護師としての役割、それそれが自分

の役割を考え行動できたので、大切な命を助ける事が出来まし

た。そしてこの度消防署より感謝状をいただきました。今まで

自分が行ってきた経験を活かし 、 人命救助ができたのを嬉しく

思います。合後も役に立てるよう看護師としての能力を1印ばし

ていきたいです。

3階病棟 近藤 美樹

療育指尊室 和田 勇貴

令和6年9月3日にFC徳島の選手が3名、当院に来てくださいました。デイクア棟では、ドリ

ブルやリフティングなとを見せてくれたり、当院の電動車椅子サッカ ー チー ムとパス回しを行っ

たりなと交流会を実施しました。その他にも療養介護病棟の各居室訪問やパ ー キンソンリハビ

リの患者さんとのパス回しや鴨島支援学校でのイベント、あすなろ保育園児との交流会など限

られた時間の中でたくさんの患者さんと交流をしていただきました。選手みなさんとてもかっ

こよく、笑顔の素敵な優しい方々でした。

患者さんも職員もFC徳島の方々と交流することで元気を頂けたように思います。

姫田選手、谷山選手、本吉選手 ありがとうこざいました！！！
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～ゆめ水族圃開催！！～

ゆめ水族園とは

映像、音楽、揺れるスクリーンを組み合わせ
たやわらかな空間の中で視覚、聴覚、触覚な
どを通じて豊かな感寛刺激体験をお届けす
るとゆう EPSON様が行っている社会貢献活
動です。多様な体験の機会を得られにくい方
々などに向けて全国の特別支援学校や病院
などの施設を中心に実施されています。

療育指導室 中 若奈

EPSON様にプロジェクションマッピングで水族館の

ような空間を室内に映し出す機材をお借りすることがで

きました。デイケア棟や療養介護病棟の各お部屋を巡回

し、療養介護病棟全患者さんに水族館にいるような気分、

涼やかな時間、を体験していただきました。映し出す空間

や素材なと、物品の準備には試行錯誤がありましたが、不

織布や寒冷紗で作製したアイテムに実際に映像を映し出

すと、反対側から透けて見えたり触ってみたりすること

もできみなさんをアッと驚かせることができて、職員も

大満足です戸 映像や音、感触などさまさまな楽しみ方

ができ迫力も満点。「療養介護病棟の患者さんのほか、多

くの方に見に来ていただき「すこい！」「きれいですね～。」

「昔を思い出しました。」なとの嬉しいお声も頂戴しまし

た。合後も、日常から少し離れて気分転換ができたり、季

節感を昧わっていただけたりする企画をし、みなさまの

楽しみや生きがいになれば•••と思います。こ来場いただ

いたみなさまありがとうこさいました！

療育指導室 藤田 瑞稀

療養介護病棟では、令和6年10月31日にハロウィン

パレ ー ドを開催しました！ハロウィン当日までに、患者さ

んはかぼちゃやこうもりなどの製作をしたり、壁面装飾

をしたりしてハロウィンパレ ー ドを心待ちにされていま

した。当日は、約15名の職員で各病棟を巡回しました。

職員は映画のキャラクター の仮装やタイムリ ーな話題の

仮装、まるで本物の怪物のような仮装など各々力を入れ

た仮装をしていました。そんな睦員に患者さんは「誰か

わからんかった」「びっくりした！」「にぎやかでいいなあ」

など感想を伝えてくれ、睦員も大満足でした！患者さん

も仮装アイテムを着用し記念撮影をしました。そっとす

るほど楽しいハロウィンを患者さんと過ごすことができ

ました。
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